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2012年度　個人研究課題一覧

2012年度　奨励研究者決定

2012年度　派遣研究者決定（６月末現在）

田上　繁　 非文字資料としての近世検地絵図の収集と解析
大里　浩秋　 戦前台湾在住日本人関係資料整理
内田　青蔵　 戦前期の横浜居留地に関する非文字資料の収集と分析
小熊　誠　 東シナ海海域地域における非文字資料の比較研究
鳥越　輝昭　 非文字資料に見る表象史
川島　秀一 漁民の備忘録に関する民俗学的研究
木下　宏揚 非文字資料の著作権管理に関する研究
金　容範 近代朝鮮の新軍事都市の形成と観光地化‐鎮海市の事例を中心として
熊谷　謙介 フランス視覚資料における祝祭
小松原　由理 非文字資料としてのドイツ前衛芸術の分析
佐野　賢治 民俗資料の文化資源化
泉水　英計 戦後初期沖縄における米国軍政とその広報活動
孫　安石 中国都市史研究―とくに上海を中心に
津田　良樹 民家・集落の史的研究
能登　正人 非文字情報の収集と解析
ステファン・ブッヘンベルゲル アメリカのコミックスとミステリーの文化と歴史
ジョン・ボチャラリ 絵巻と民間信仰
松澤　和光 非文字資料の検索法に関する研究
宮田　純子 非文字資料の効率的な検索法に関する研究
村井　寛志 戦後香港メディア史
森　武麿 オーラルヒストリーの可能性－戦後体験を語る－
安室　知 海浜微地形の認識と環境利用に関する研究
クリスチャン・ラットクリフ 中世における和歌の社会的価値と効用
渡辺　美季 琉球史に関わる非文字資料の収集と分析

研究課題 氏名（所属）

オトク地域におけるオボー民俗
－オボー祭祀の主宰組織の特徴およびオボーと寺院の関わりについて 白　莉莉（歴史民俗資料学研究科博士後期課程）

スサノオ信仰とその変遷についての研究 姚　 （歴史民俗資料学研究科博士後期課程）

日本と西欧におけるからくり見世物文化の比較研究 坂井　美香（歴史民俗資料学研究科博士後期課程）

チベット僧院における舞面を使った芸能比較研究 根敦　阿斯尓（歴史民俗資料学研究科博士前期課程）

ヤオ族儀礼神画の研究 譚　静（歴史民俗資料学研究科博士後期課程）

氏名（所属）
派遣期間 派遣先提携研究機関名 研究課題

須崎　文代（工学研究科建築学専攻）
2012年10月19日～2012年11月7日 フランス国立高等研究院　東アジア文明研究センター 日欧における住宅用台所の近代化過程に関する研究

于　飛（外国語学研究科中国言語文化専攻）
2012年11月1日～2012年11月21日 北京師範大学文学院　民俗学与文化人類学研究所 北京の民俗芸術－毛猴（Hairy Monkey)

姚　 （歴史民俗資料学研究科）
2012年11月1日～2012年11月21日 ブリティッシュコロンビア大学　アジア学科 民俗学から見た日本人の祖先信仰 -スサノオ信仰を事

例として
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主な研究活動

研 究 班

運営委員会

研究員会議

研究会

現地調査

2011年度
第8回 12月 7日 2011年度予算残額の扱いについて、2011年度事業報告書・2012年度事業計画書の策定日程に

ついて
第9回 1月 20日 研究協力者の解嘱について、派遣研究員資格（所属大学院研究科）の拡張について、租界とメディ

ア班「第2回公開研究会（上海）」について、2011年度予算残額の扱いについて、2011年度事
業報告書（案）について、2012年度事業計画書（案）について

第10回 2月 28日 派遣研究員の期間変更について、2011年度研究協力者の委嘱について、2012年度研究体制につ
いて、2012年度研究計画の提出依頼について

2012年度
第1回 4月 25日 2012年度研究員等人事について、2012年度予算（配分）について、2012年度海外提携機関

との招聘・派遣募集要項について、2012年度奨励研究募集要項について、『ニューズレター』
No.28の編集方針について

第2回 5月 23日 2012年度海外提携機関への派遣募集要項および派遣計画について、2012年度奨励研究審査につ
いて

2011年度
第4回 12月 7日 次期センター長の選出について、漢陽大学関係行事について
第5回 2月 14日 2011年度事業報告書（案）について、2012年度事業計画書（案）について、2012年度研究体

制について（依頼）
第6回 3月 21日 2012年度研究員人事について
2012年度
第1回 4月 25日 2012年度予算（配分）について

『マルチ言語版　絵巻物による日本常民生活絵引』編纂共同研究・研究会3月14日、5月9日
『日本近世生活絵引』南島編編纂共同研究・研究会　1月31日、2月21日、3月28日
『ヨーロッパ近代生活絵引』編纂共同研究・研究会　5月16日
東アジアの租界とメディア空間・研究会　1月18日
海外神社跡地から見た景観の持続と変容・研究会　5月26日

調査テーマ 日程 場所 調査メンバー
水辺の生活環境史 12月24日～26日 高知 安室知、常光徹、山本志乃

東アジアの租界とメディア空間 2月24日～27日 中国（上海）
大里浩秋、孫安石、村井寛志、
内田青蔵

海外神社跡地から見た景観の持続
と変容

3月6日～11日 中国（長春他） 橘川俊忠、津田良樹、馬興国

編集後記
　今号は、44頁と過去最多の分量となりました。昨年度の
公開展示と公開研究会の紹介が加わり、さらに招聘と派遣研
究員によるレポートが12本とこれも過去最高になっていま
す。これは、非文字資料研究センターの国際交流が盛んになっ
てきたという証左だと思います。ただ、派遣研究員に日本人
院生が少ないことが気になります。最近内向きの日本人が問
題視されています。とくに、若い日本人院生が積極的に海外
に出ていって研究を発展させてくれることを期待しています。
　韓国の漢陽大学校東アジア文化研究所と本研究センターと

の学術協定締結を記念して開催された公開展示「京城の巡礼」
は、戦前の日本植民地時代の京城が写真と映像で表現され、
また冨井正憲先生をはじめとするソウル近代都市建築研究会
によって街並みの復元が行われ、大変興味深い展示でした。
これぞまさに非文字資料研究であるという主張が感じられま
した。
　その関連で、今号の表紙は、『異邦人の瞬間捕捉、京城
1930』展示会図録から京城の写真を使わせていただきました。
記して謝意を表します。 （M.O）




